
                       

 

  

保健だより７月号 
 

 天の川の見えるころになりました。梅雨明けの後は、涼し気な朝顔の花をひとつふたつ…と数

えるのが楽しみな季節です。かぜ・感染症・熱中症に気をつけ、有意義な夏にしましょう。 

 

手洗いで 

感染症を予防しよう! 

 

 手洗いと聞くと、冬期のかぜ・イ

ンフルエンザの予防のイメージか

ら、「夏はそれほど熱心にしなくてよ

い」と誤解するかもしれません。で

も、実際は夏でも多くの感染症の予

防法として、普段の生活の中で実行

することが大切です。 

 「石けんを使う」「流水で」「爪の

間、指と指の間など洗い残しがない

ように」などの注意点は共通です。 

 新型コロナ感染症予防にも、まだ

まだ注意が必要です。第２波の恐れ

も出てきています。 

 自分が、家族が、友だちが、大切

な人たちが感染重症化したらどうな

るでしょう? 

  引き続き、感染症対策に心がけま

しょう。 

夏に気をつけたい感染症。代表的

な３つについて、主な症状を挙げて

みました。気になる症状が見られた

ら、すぐに受診しましょう！ 
 

ヘルパンギーナ 

高熱とのどの痛み。

特にのどは、水泡や

潰瘍ができるため、

かなり痛む。 

手足口病 

手のひらや足の裏、

口の中に小さな発

疹や水疱ができ、熱

が出ることも。 

 

  

定期健康診断が徐々に行われています。

受診や再検査の該当者には、夏季休業前に

再検査または受診の勧めの通知を配布し

ます。早めの受診をお勧めします。 

夏季休業中に 

治療をしよう! 
 

プール熱 
（咽頭結膜熱） 

高熱とのどの痛み

のほか、目の痛み・

かゆみ・充血など、

結膜炎のような症

状がでる。 

 

 学校全体の来室者はけが 24名、病気 69名、

その他 49 名、計 142 名でした。学校再開で生

活環境が変わり、心身の不調を訴える生徒が目

立ちました。 
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熱中症を予防しよう!!    熱中症を理解し、予防に心がけましょう。 

熱中症の症状と対応                      

                

                

                

 

 

 

 

 

                                                   

めまい・たちくらみ 

筋肉のこむら返り 

汗が噴き出る 

 
頭痛（頭がガンガンする） 

吐き気、嘔吐 

体がだるい 

意識がない 

けいれん 

呼びかけの返事が変 

まっすぐ歩けない、走れない 

体温が高い 

重症度< Ⅱ度 > 

水分・塩分（スポーツドリンクを補給し、 

衣服をゆるめ、足を高くして涼しい所で横 

になる。自分で水分をとれない時は、すぐ 

に病院へ。 

 

 

重症度< Ⅰ度 > 

   水分・塩分（スポーツドリンク）を補給し、 

   衣服をゆるめ、涼しい所で休憩する。 

 

重症度< Ⅲ度 > 

    体を水や氷で冷やし、直ちに救急車を呼ぶ。 

    この時、バケツの水を一気にかけると急激に血

圧が低くなり、危険です。太い血管のある首・

脇の下・足の付け根などを氷や保冷剤等で冷や

す。  


